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產
者
階
級
に
消

#

信
用
を
與
ふ
る
必

®
上

か
ら
發
生
し
た
も
の
で
、近

^
此
の 

階
級
に

n

 Q

數

Q

 

f

し

i

加
し

^
こ
士
は
、則
ち
又
此
の
業
務
の
急
激
に
發
達

U 

ナ

@
由
で

3
る
る
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、此
の
制
度
は
小
賣
商
業

組

織

に

於
け
る 

枝
買
锢
度

Qorgsystem) 

士
其
成
立
原
因
を
同
じ
ぐ
す
る
も
の
で
，後
に
述
ぶ
る
如
く
無
產
密
階 

叙
の
爲
め
に

.必
要
な
る

”制
度
ふ
云
ふ
こ

i
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
け
れ

V

も
購
買
力
の
不
充 

分

な
る

人
々

の
存
在
す
る
こ

ふ
が
，

此
の
制
度
の
成
立
原
因
で
あ
ぅ
且
つ
其
の
成
立
の

根
本
條 

ィ
で
ぁ

.

士
し
て
も
而
も
此
の
带
皮
が
近
年

#

に
急
激
に
發
展
し
た
こ

i

は
、此
の
理
出
丈
け 

で
は
充
分
說
明
し

#

な

い
や

う

で
あ
る
。
特
に
此
の
方
沬
が
普
通
の
掛
賣
方
法

占
は
著
る
し

<
異
な
る
特
別
な
る
經
營
法
に

よ

.

ぅ

又
特
に
廣
吿
，又ー

.
_は
；販

賣

員

，其

他
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伸
介
.者
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利

用

し
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其
販
賣
及
び
代
金
の
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立

(

に
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ち
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し
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實
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:
を
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す
：
る
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が
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名
：'の
.
で

あ

る
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實
：際

：今

日

割

赋

販

賣

業
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の
行
業

.は
單
に

.消

*

者
の
彼
，全
に
し
て
且
つ
自
然
：

 

的
な
る
消
费
信
用
：を
充
た
す
爲
士
し
て
は
、解
釋
す

.
る
.」

士

0
出
來
な
い
所

が

多
々
あ
る
、否
其 

方
法
に
は
此
の

0
0
に：正
；反
對
な
る
傾
向
す
ら
存
在
す
る
や
ぅ
で
あ
る
。

此
：の
■反
對
說
に
よ
る
時
は
、割

®
販

^
業
の
形
式
其
物
が
轉
に
睡
賣
赉
の
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.1.

方
的
利
益
擁
護
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の
爲
め
に
の
み
出
來
て
ゐ
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ふ

で
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か
る
大
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&:る
利
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的
方

®
が
”露
骨
に
表
面
に
：；出
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ゐ
る
こ
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は
、他
の
經
濟
行
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に
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之
を
'見
る
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ふ
が
：出
來
な
い
位
で
あ
る
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斯
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の
如
き
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然
販
賣
者
の

.利
己
的

1

方
の
商
業
形
式

.は、決し
て

'之
が
消
费
者
に
對
す
る

.社

#
的
考
處
の

® 

念
か
ら
出
發
し
た
も
の

i
想
像
す
る
こ

i
は
出
來
な
い

i
云
ふ

-

®で

^
る
0

此
の
說
に
從
へ 

ば
割
賦
販
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業
は
販
賣
者
の
純
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已
.的
動
機
か

ら

出

發

し

た
も
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,あ

,

換

言

す

れ

，：
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內 

地
に
於
け

る
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剩
生
產
が
御
賦
■販
賣
業
の
眞

0
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立
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：因
で
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展
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本

球

の

1©
_
 

で
あ
る
±
云
ふ
の
で
ぁ
る

6

近
時
エ
業
上
に
於
け

る

大
摄
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が
あ
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の
：

_
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を
外
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に
輸
，

 

第
二
十

一

卷

(

七四九

)

制賦販.賫制
度
消
赀
金
融

 

二セ



第
二
十

I

卷

(

七

I

)

聽

麗

制

f

消
費
金
融

_ 

ニ
、 

出

せ

ん

ふ

努

む

名

も

の

で

#
.名

け

れ

？

れ

1

政

治

上

、或

は

又

外

歐

市

場

に

於

け

る

據
 

.爭
の
上
か
ら
し

5

販

.肩
の

M

ぶ

.に
任

t

ぬ
o

 

4

が

多

い

の

で

あ

る

げ

茲

に

於

て

か

此

等
 

の

生

產

及

び

販

賣

業

者

I

域

退

い

T

內

地

市

場

S

發

に

努

力

，せ

ん

i

す

る

に

到

る

も

0 

で

あ

る

。「

而

し

で

此

際

彼

等

：の

努

カ

0 ,
向

ぶ

所

は

從

來

未

だ

開

•

せ
ら
れ
ざ
％
市
場
で
あ
っ 

?

は
則
ち
從
來
生
産
者
及
び
商
人
の
多
ぐ

I

 

f

.じ

If
層
階
級
の
人
々

に

外

な

慕

、
、
 

而

匕

で

此

等

ル

人

が

は

漸

次

自

a

の

努

真

の

結

果

と

t

て

i

0
蹲

級

に

入

ら

ぅ

i

す

る

^

1
 

彼

等

は

其

S

分

の

向
t

伴
ぶ
て
彼

I

は

尙
I

f

し

：i

々
0

財
貨
を
必

f

す 

る
へ
の
で

あ

名 

' 

け

れ

さ
も
彼
等
の

.
湾

中

付
尙

究

分

に

此

の

新
©

じ

^
欲

着

；充

た
き
得
る
丈 

け
I

裕
が
な
い
の

S

る
；

彼

等

の

此

の

境

遇

：S

為

本

瓒

張

S

力
t

坐

產
|

 

ひ
商
人
の
乘
ず
る
所
で
ぁ
彼
等

k

先
づ
其
財
貨

.を

賣

却

し

、S

貨

I

保
ふ
し
て
其
代 

金
の
額
营
彼
等
に
信
用
を
與

.へ、徐

々

に

之

を

分

割

支

i

を
許

I

 
.
で
ぁ
る
。
I

A
b
?
a
l
%
e
s
e
t
z

 

u
n
d
«
r
e
d
&

霞

ポ
 

S

 

)

0)
3

、
ぶ

ム

ノ 

A

 

ノ

敎

授

：も

亦

近

_世

.に

於

け

る

割

賦

脓

寶

，

-0
發

糜

の

本

來

.の

基

機

.は

生

I

の

販 

賣

.
S

必

要

，に

»

<
冬

0 .
4

し

て

ゐ

.る
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^
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'

^
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^
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傘
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地
位
は
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し
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業
生
摩
物

@
»
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_
:し
て
初
め
不
市
場
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表
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れ
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る

^
の
數
が
■著
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し
ぐ
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大
し
た

。
' 

.
此
槨
の
人
々
は

#
は

大

都

市

外

!5
.住
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^

々
.
6表
い

0
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け
れ
ど
も
今 

始
め
て
購
貢
カ
を
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®
.る
G
到
つ
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此
等
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々
の
，財
政
狀
態
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し
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な
い
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等
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る
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貨
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購
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又
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月
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得

.

極
«
垮
て
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小
部
管
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ぎ
な
ぃ
©
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常
で
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る
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®
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.
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分
#
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め
；
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漸
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に
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額
士
な
し
、彼

#

に
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的

#

雕

&
.
與
ふ
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.
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i
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尧
華
段

■
方
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じ
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ぬ
。
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割
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.
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猶
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：
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.

丨

/

,
中

f

賦
販
寶
は
商
ロ
叫

0

,代
傭

^

不
當

'に
‘
®

,貴
‘.せ
'し
む
る
。
蓋

'し
®'
の
制
度
の
下
に
於
て 

は
廣
吿
、仲
介
人
等

H

.

で
隅
々
に
あ

I

消

#

者
を
搜

f

.て
#

|

服
す
る

I

に 

又
其
後
に
於
て
も

1
:

定
期
間
一
一
代
金
の
取
立
を

^

な
' 
け
れ
ば

'な
ら
ぬ

> 

且
つ
’其
個
人
的
信 

用
を
知
ら
さ
る
者
：

.に
信
用
に
て
販
賣
す
る
結
果
は

.、當

然

：囘

收

：不

能

0
-
も
の
を
生
ず
る
の

.み

な

 

I

又
信
用
を
與
へ
：た
る
資
本
の

.
利

f

も
I

の
I

附
I

4

S

あ
る
か

4

あ

る：？

-
パ
» 

'

I
I

,
(c
)
'
,
v品
質
不
良
な
る
劣
等
品
を

.供

.給

す

：る
.。

’ 

^

購
買
者

0:

權
利
の
主
張
を
始
め
か
ら
出
來
な

.
い
や
タ
契
約
を
し
て

1:
ぐ
。
逛
つ
で
肖 

1
'
:の
|

に
彼
等

|

£

S
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^
己
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利
益
を
確
保
す
：

I

に
於

S

斷
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I. 
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.
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は
其
の

f

上
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權
利
を
容
赦
な
ぐ
虫
：張
す
る

Q

で
あ
る

。
：

/

.
此
等
の
理
由
は
則
も

1

八
九

1
1

年
獨
逸
で
割
賦
販
賣
取
締
法
攀
を
制
定
し
た
時
に
、其
提
案 

の
理
由

t

て
f

 

m

る
。
同
法
は
：一
八
九
四
年
に

.成
立
，し
た
。
填
國
及
び
端

®

又
之
け
關
す
る

.法
#
又
は
规
定
を
有
す
シ
が
、称
國
で
は
大
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..
.f
c

年
有
®
證
券
の
箾
賦
販
賣 

に
關
し
て
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の
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れ
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蓋
；し
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弊

«

に
*
せ
ん
ざ
す
る

S
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1

日
に
外
ベ 

ら
な
い

。
現
に
米
國
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す

ら

K

s

r

y 

F
o
r
d

及

び

o 

g. 

w
o
o
h
v
o
r
t
l
l

0

如
き

j

流
實
業
家
は
劍 

賦
販
寶
業
を
以
て
不
自
然
に
し
て

、且

つ

危

險
な

る

.分

子

を
#

む

も
の
士

し
、且

つ
之
が
代

«

を 

不
當
に
高
か

ら

し

む

る

こ

と

を

哄

難

し

て
ゐ
る

。

.

け
れ

V 」

も
割
賦
販
賣

Q

制
度
は
中
產
階
級
以
，下
の
無
産
苕
の
存
在
を
俞
提

i

す
る
も
の
で
、
 

此
の

&
I

力
ら
此

fp
l

a

の
存
在

の
理
由
を

辯
課
す
る
こ

i
が
.出
來
る
の
で
あ
る
。
則
ち
此
の
瀆 

费
恶

の
見
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か
ら
從
來
此
の
制
度
の

0
益

i
し

て
■
げ
ら
れ
た
所
は

次
の

如
き

も
の
で
あ
る
。
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. 

方
法
で
彼
等
射
土
地
及

®
家
屋
を
購
入
：す
る
蹄
：

楚

0
期
間
後
多

6
蒗
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⑷
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應
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述
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又
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.
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.
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激
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狩
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.
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膦
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あ
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又
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狀
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濟
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满
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を
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潰
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.
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。
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に

於

て

米

_

で

は

か

の

ミ

シン器械

0

販 

賣
が
此
の
方
法
の
先
寧
を
な
し
て
ゐ
た
。

M
後
洗
濯
器
械
，ビ
ア
ノ
、衣

'服
：：

及
'び

翁

築

等

に

行

は

れ

艰

维

中
'に
は
.自
_

_
公
«

:
が
：̂

此

：の
.方
：法
.
で
賣
却
せ
：ち
れ
た
。
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